
�

江
口
卓
王
議
員

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
国
内
感
染

発
生
、
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

質
問　

直
ち
に
当
市
も
天
野
市
長
を
本

部
長
に
対
策
本
部
及
び
電
話
相
談
窓
口

を
開
設
し
対
応
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
状
況
に
つ
い
て
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
の
対
応
状
況
は
ま

ず
、
情
報
提
供
を
最
優
先
と
考
え
、
情

報
チ
ラ
シ
を
２
回
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
防
犯
メ
ー
ル
を
媒
体
と
し
て
最
新

の
情
報
提
供
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
電

話
相
談
窓
口
に
つ
い
て
も
、
土
日
祝
日

及
び
夜
間
の
相
談
に
も
対
応
し
て
お

り
、
相
談
件
数
も
84
件
で
、
発
熱
等
に

関
す
る
も
の
が
主
で
あ
る
。

質
問　
「
阿
賀
野
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」
は
準
備
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答
弁　

５
月
29
日
に
策
定
し
、
現
在
は

こ
の
行
動
計
画
に
基
づ
き
対
策
を
講
じ

て
い
る
。

質
問　

水
原
郷
病
院
、
開
業
医
等
医
療

機
関
と
の
協
力
体
制
は
。

答
弁　

市
民
か
ら
の
電
話
相
談
を
聞
き

取
り
、
保
健
所
を
介
し
て
可
能
性
の
あ

る
患
者
に
つ
い
て
は
、新
潟
市
民
病
院
・

県
立
新
発
田
病
院
で
入
院
、
治
療
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
感
染
の
拡
大
が
大
き

く
抑
え
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
段
階

で
は
北
蒲
医
師
会
と
の
繋
が
り
が
重
要

で
あ
り
、
阿
賀
野
支
部
長
の
家
田
医
師

と
は
定
期
的
に
連
携
を
図
っ
て
参
る
。

質
問　

民
間
（
厚
生
連
）
に
委
託
さ
れ

た
場
合
も
、
市
立
病
院
と
し
て
主
導
・

協
力
で
き
る
の
か
。

答
弁　

当
然
、市
の
要
請
に
対
し
、厚
生

連
は
そ
の
対
応
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
瓢
湖
憩
い
の
家
の
今
後
（
存
続
・
入

　

浴
施
設
）
に
つ
い
て

○
高
齢
者
免
許
返
納
者
に
対
す
る
支
援

　

制
度
導
入
に
つ
い
て

　

他
自
治
体
の
状
況
を
参
考
に
し
な
が

ら
導
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
答
弁
。

〈
参
考
〉
阿
賀
野
署
管
内
の
今
年
の
交

　

通
事
故
の
発
生
状
況
（
５
月
末
）
は

　

70
件
で
81
人
の
ケ
ガ
人
。
内
、
高
齢

　

者
事
故
は
22
件
（
約
31
％
）、
内
、

　

15
件
が
加
害
者
。免
許
返
納
者
２
人
。

倉
島
良
司
議
員

国
民
健
康
保
険
を
め
ぐ
る

諸
問
題
に
つ
い
て

質
問　

先
の
第
４
回
臨
時
会
に
於
い

て
、
国
保
税
率
が
１
世
帯
あ
た
り
、

25
・
３
％
ア
ッ
プ
と
な
っ
た
が
、
そ
れ

を
少
し
で
も
や
わ
ら
げ
る
た
め
、
市
独

自
の
減
免
要
綱
の
整
備
を
市
長
は
指
示

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。そ
の
内
容
と
、

徴
収
率
の
低
下
が
予
想
さ
れ
る
の
に
伴

う
、
資
格
証
の
発
行
交
付
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁　

市
独
自
の
地
域
性
、
経
済
性
を

見
据
え
た
う
え
で
取
扱
い
基
準
を
定
め

た
い
。
現
在
の
法
定
減
額
の
実
状
は
左

上
の
表
の
通
り
で

あ
る
。
資
格
証
の

発
行
は
62
世
帯
、

１
０
４
名
。
中
学

生
以
下
に
は
交
付

さ
れ
て
い
な
い
。

質
問　

中
学
生
を

超
え
る
年
齢
の
人

で
も
、
病
気
、
ケ
ガ
等
で
病
院
に
行
く

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
場
合
、
保
険
証

の
交
付
を
す
る
よ
う
に
指
導
が
あ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
が
伺
う
。

答
弁　

議
員
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。
今

後
広
報
等
で
周
知
し
て
い
く
。

京
ヶ
瀬
保
育
園
の
民
営
化
は

白
紙
に
も
ど
し
て
見
直
し
を
!!

質
問　

京
ヶ
瀬
地
区
の
民
営
化
は
、
地

域
の
住
民
感
情
の
実
態
に
そ
ぐ
わ
ず
、

無
理
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
給
食

問
題
も
阿
賀
野
市
に
な
っ
て
後
退
し
て

い
る
。
国
の
方
向
が
市
町
村
の
保
育
実

施
義
務
を
放
棄
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

と
き
、
国
の
い
い
な
り
で
な
く
、
住
民

の
目
線
で
保
育
を
考
え
て
、
キ
ラ
リ
と

光
る
阿
賀
野
市
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

答
弁　

拙
速
な
進
め
方
は
避
け
、
柔
軟

に
進
め
て
い
き
た
い
。
阿
賀
野
市
保
育

園
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
前
提
条
件

が
変
わ
っ
て
い
れ
ば
、
見
直
し
も
や
む

を
得
な
い
と
思
う
。

佐
竹
政
志
議
員

水
原
郷
病
院
の
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て

質
問　

水
原
郷
病
院
に
つ
い
て
は
、
厚

生
連
と
公
設
民
営
化
に
向
け
て
協
議
を

し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
進
展
具
合

が
見
え
て
こ
な
い
現
状
で
あ
り
、
今
後

の
見
通
し
を
伺
う
。

答
弁　

こ
の
民
営
化
は
、
多
岐
に
わ
た

る
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
、
は
じ
め
て
成

し
得
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
厚
生
連

と
は
確
認
書
の
調
印
を
終
え
て
お
り
、

こ
れ
に
基
づ
き
具
体
的
な
事
業
計
画
書

等
の
提
出
が
あ
る
も
の
と
理
解
し
て
い

る
。
こ
の
提
出
を
待
っ
て
、
議
会
、
市

民
へ
の
説
明
を
実
施
し
た
の
ち
、
意
見

等
を
聞
い
て
、
市
と
し
て
の
最
終
方
針

を
決
定
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

相
手
の
あ
る
交
渉
ご
と
と
は
い

え
、
今
迄
、
市
長
は
議
会
に
対
し
て
本

年
四
月
一
日
に
公
設
民
営
化
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
い
と
説
明
し
て
き
た
経
過
が

あ
り
、
期
限
を
決
め
て
決
断
し
て
い
か

な
け
れ
ば
先
に
進
ま
な
い
と
思
う
が
、

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁　

な
る
べ
く
早
く
ス
タ
ー
ト
出
来

る
よ
う
最
大
限
努
力
し
て
い
く
。

国
民
年
金
の
未
納
問
題
に
つ
い
て

質
問　

全
国
平
均
で
60
％
前
後
の
低
水

準
の
現
状
に
あ
り
、
将
来
当
市
に
お
い

て
も
無
年
金
者
が
多
く
生
ま
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
老
後
の
生
活
を
考
え
る

と
不
安
で
あ
り
、
対
策
を
伺
う
。

答
弁　

現
在
、
市
で
は
加
入
資
格
、
年

金
の
給
付
、
保
険
料
の
免
除
関
係
等
の

受
付
事
務
を
行
っ
て
い
る
が
、
社
会
保

険
事
務
所
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
申
請

免
除
等
の
未
納
対
策
を
実
施
し
て
い
き

た
い
。

泉　

誠
蔵
議
員

農
業
行
政
に
つ
い
て

質
問　

本
年
度
の
市
税
収
入
は
約
２
億

円
の
減
収
が
見
込
ま
れ
財
政
環
境
は
大

変
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
農
林
予

算
も
大
き
な
予
算
付
け
は
し
て
い
な

い
。
そ
の
中
飼
料
稲
の
コ
ン
バ
イ
ン
に

２
０
０
０
万
円
の
予
算
が
つ
い
て
い

る
。
何
台
購
入
か
。
ま
た
畜
産
農
家
は

何
軒
で
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ

利
用
者
は
何
軒
か
作
付
面
積
と
作
付
者

数
も
伺
う
。

答
弁　

飼
料
コ
ン
バ
イ
ン
１
台
、
ラ
ッ

ピ
ン
グ
マ
シ
ン
１
台
、
動
力
運
搬
機
２

台
と
付
属
品
を
購
入
予
定
。

　

当
市
の
酪
農
家
は
26
戸
（
１
０
５
２

頭
）、利
用
者
は
４
戸
（
１
４
０
頭
）
で

受
注
契
約
、
面
積
は
約
９
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
14
戸
の
２
組
織
で
栽
培
し
て
い
る
。

質
問　

自
給
力
、
自
給
率
向
上
を
目
指

し
水
田
を
最
大
限
に
活
用
し
主
食
用
米

の
需
要
拡
大
、
米
粉
、
飼
料
米
等
の
新

た
な
米
利
用
の
本
格
化
に
向
け
、
産
地

づ
く
り
交
付
金
も
大
幅
に
見
直
さ
れ

た
。転
作
農
家
の
理
解
が
得
ら
れ
た
か
。

昨
年
は
県
下
ワ
ー
ス
ト
１
転
作
率
で
あ

っ
た
。
本
年
度
の
今
現
在
の
生
産
調
整

参
加
農
家
は
ど
れ
位
か
、
ま
た
米
粉
用

稲
の
作
付
面
積
は
合
わ
せ
て
伺
う
。

答
弁　

産
地
づ
く
り
交
付
金
は
大
豆
の

大
幅
な
作
付
増
加
や
新
規
需
要
米
等
の

追
加
に
よ
り
見
直
さ
れ
た
が
概
ね
理
解

が
得
ら
れ
た
と
思
う
。
生
産
調
整
の
参

加
農
家
は
２
３
５
２
戸
（
達
成
率
60
・

３
％
、
昨
年
は
63
・
７
％
）、
最
終
的

に
は
昨
年
並
み
に
近
づ
く
も
の
と
考
え

る
。
米
粉
用
米
の
作
付
面
積
は
15
・
７

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る

質
問　

集
落
営
農
組
織
化
事
業
に
予
算

付
し
て
い
る
が
、
ど
う
進
め
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
伺
う
。

答
弁　

市
単
独
事
業
で
１
集
落
５
万
円

で
12
集
落
を
目
標
に
農
業
振
興
協
議
会

の
幹
事
会
で
要
件
等
を
検
討
し
、
農
協

等
関
係
機
関
と
連
携
し
推
進
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

○
農
地
集
積
事
業
と
生
産
調
整
の
見
直

　

し
を
含
む
農
政
改
革
に
つ
い
て

稲
毛　

明
議
員

『
小
規
模
工
事
契
約
希
望
者
登
録

制
度
』
等
の
充
実
に
つ
い
て

質
問　

こ
の
制
度
は
、
建
設
業
許
可
を
受

け
て
い
な
い
中
小
業
者
に
も
直
接
、
公
共

事
業
の
受
注
機
会
を
保
障
し
、
そ
の
こ
と

を
通
じ
、
除
雪
、
災
害
復
旧
な
ど
の
緊
急

事
態
対
応
を
は
じ
め
、
住
宅
や
道
路
の
保

守
、
修
繕
な
ど
地
域
に
欠
か
せ
な
い
業
者

の
保
全
を
は
か
り
、
さ
ら
に
地
域
の
雇
用

と
就
労
の
確
保
を
は
か
る
な
ど
大
き
な
意

義
が
あ
り
、
市
民
か
ら
も
業
者
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
喜
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
世
界
同

時
不
況
の
な
か
で
特
に
中
小
建
設
業
者
を

は
じ
め
、
受
注
が
激
減
し
、
仕
事
確
保
の

要
求
は
緊
急
で
切
実
で
あ
る
。
市
の
16
年

度
か
ら
の
発
注
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁  

Ｈ
16
年
度
は
16
件
で
約
１
３
４
万

円
。Ｈ
17
年
度
は
31
件
で
約
３
３
８
万
円
。

Ｈ
18
年
度
は
34
件
で
約
１
５
０
万
円
。
Ｈ

19
年
度
は
22
件
で
約
２
５
９
万
円
。
Ｈ
20

年
度
は
14
件
で
約
84
万
円
の
見
込
み
。

質
問　

使
い
勝
手
が
悪
い
と
聞
く
が
運

用
の
実
態
を
伺
う
。

答
弁　

財
務
規
則
を
遵
守
し
、
業
者
に
対

し
解
り
や
す
い
説
明
に
心
が
け
無
駄
な
手

間
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

質
問　

今
年
度
よ
り
、
１
３
０
万
円
以
下

の
発
注
に
な
る
が
、
以
前
よ
り
発
注
が
増

大
す
る
が
活
用
の
方
向
性
を
伺
う
。

答
弁　

本
制
度
を
制
定
し
た
趣
旨
を
尊

重
し
、
出
来
る
だ
け
登
録
者
の
受
給
機
会

が
多
く
な
る
よ
う
心
が
け
た
い
。
国
の
第

一
次
補
正
予
算
に
関
連
し
、
現
在
、
経
済

危
機
対
策
実
施
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、

登
録
者
へ
の
工
事
量
も
増
え
る
と
考
え
る
。

猿
害
対
策
に
つ
い
て

質
問　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
（
基
金
）
拡

充
を
活
用
し
て
、
阿
賀
野
市
で
も
他
市
に

学
ん
で「
猿
害
防
止
対
策
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

を
創
設
で
き
な
い
か
を
伺
う
。

答
弁　
「
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
に
は
猟
友
会

の
協
力
が
な
い
と
効
果
が
う
す
い
と
考
え

る
。
ま
た
、
長
期
に
渡
る
協
力
依
頼
は
難

し
い
の
で
、
創
出
事
業
の
活
用
申
請
は
し

な
い
。

　

ま
た
、
今
後
も
関
係
団
体
と
連
携
し

て
、
被
害
防
止
対
策
に
と
り
く
ん
で
い
き

た
い
。

関
連
質
問 

イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

　

阿
賀
野
川
を
渡
っ
た
と
い
う
情
報
も
あ

る
の
で
早
め
の
対
策
を
と
る
よ
う
に
要
請
。

村
上
清
彦
議
員

農
業
の
活
性
化

質
問　

農
地
の
活
用
に
つ
い
て
、
国
の

農
地
改
革
プ
ラ
ン
を
受
け
、
当
市
で
は

ど
の
よ
う
に
考
え
進
め
て
い
く
の
か
伺

う
。

答
弁　

農
業
委
員
会
と
連
携
し
改
正
法

に
基
づ
い
た
的
確
な
対
応
を
行
い
な
が

ら
、
農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
さ
ら
に

進
め
、農
業
振
興
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

農
商
工
連
携
に
つ
い
て
、
地
域

の
活
性
化
に
繋
が
る
事
業
の
実
施
に
向

け
、
農
業
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
興
味

の
あ
る
人
々
が
集
ま
っ
て
議
論
し
、
若

い
世
代
に
も
魅
力
が
あ
る
農
業
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
し
て
は
ど
う
か
。見
解
を
伺
う
。

答
弁　

農
業
振
興
協
議
会
の
中
に
あ
る

部
会
に
商
工
関
係
者
の
参
画
を
得
な
が

ら
事
業
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

農
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向

け
、
当
市
と
し
て
何
か
仕
掛
け
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
エ
ゴ
マ
、
マ

コ
モ
タ
ケ
な
ど
の
新
た
な
作
物
の
特
産

化
を
目
指
す
農
家
の
支
援
と
併
せ
て
、

か
つ
て
市
内
で
栽
培
さ
れ
産
地
化
を
目

指
し
た
ア
ス
パ
ラ
や
切
花
菊
な
ど
の
栽

培
拡
大
と
復
活
に
も
積
極
的
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

　

そ
の
他
、
米
の
生
産
調
整
・
担
い
手

の
確
保
、
食
料
自
給
率
の
向
上
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

防
犯
・
防
災
の
取
り
組
み

質
問　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
・

障
が
い
者
・
低
所
得
者
等
無
償
配
布
や
、

補
助
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

か
ら
も
重
要
と
認
識
し
て
お
り
、
担
当

課
に
検
討
を
指
示
し
た
い
。

　

そ
の
他
、
地
域
児
童
見
守
り
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

国保税軽減世帯数
世　帯　数 7431世帯
被保険者数 14,483人 　
7割軽減世帯 1650世帯 75,072,585円
5　　〃　　 569世帯 24,313,825円
2　　〃　　 864世帯 13,681,770円
  　　計　　 3,083世帯 113,068,180円

（国保税世帯の 41％を占める）


